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Ⅰ．人口ビジョンについて 

１．策定の趣旨 

斑鳩町では、「第４次 斑鳩町総合計画（平成 23 年３月策定）」に基づき、「ともに生き、

ともに育むまち 歴史と文化がくらしの中に息づく“新斑鳩の里”」の実現にむけ、まちづく

りの 5 つの重点施策として「歴史・文化の拠点づくりと活用」、「環境・景観まちづくり」、「健

康と福祉を支える人づくり」、「農、食を通じた交流のまち」、「斑鳩らしい協働のしくみ」の取

組みを積極的にすすめています。 

そのような中、平成 26 年 11 月 21 日に「まち・ひと・しごと創生法」（平成 26 年法律

第 136 号）が制定されました。同法では、急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、人口減

少に歯止めをかけるとともに、地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力あるまち

を維持することを目的に、市町村版総合戦略の策定を努力義務として規定しています（第 10

条）。 

また、国においては、人口の現状と将来の展望を提示する「まち・ひと・しごと創生長期ビ

ジョン」及び、今後 5 か年の政府の施策の方向を提示する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

が、平成 26 年 12 月 27 日に閣議決定されています。 

本ビジョンは、「斑鳩町総合戦略」の策定にあたり、本町の人口動向をふまえた将来の展望

を「斑鳩町人口ビジョン」としてとりまとめたものです。 

 

２．斑鳩町人口ビジョンの位置づけ 

斑鳩町人口ビジョンは、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の趣旨を尊重し、本

町における人口の現状分析を行い、人口に関する住民の認識を共有し、今後めざすべき将来の

方向と人口の将来展望を示すものです。 

よって、この人口ビジョンは、まち・ひと・しごと創生の実現にむけて効果的な施策を企画

立案する上で重要な基礎となるものです。 

 

３．対象期間 

国の長期ビジョンの期間をふまえ、2060（平成 72）年とします。 
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４．国の「長期ビジョン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「奈良県人口ビジョン」 

公表済みの「奈良県人口ビジョン参考資料」より抜粋・編集。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ．人口減少問題の克服 

・2060 年の人口「１億人程度」 

・国民希望出生率「1.8」 

・東京一極集中を是正 

 

Ⅱ．成長力の確保 

・2050 年代に実質 GDP「1.5～2％程度」 

2060 年を視野 

中長期展望 

国民希望出生率＝（有配偶者割合×夫婦の予定子ども数 

＋ 独身者割合×独身者のうち結婚を希望する者の割合×独身者の希望子ども数） 

× 離死別等の影響 

【パターン１】国立社会保障・人口問題研究所の推計（2040 年まで）が将来にわたって継続

すると仮定し、何の対策も講じなければ、2060 年時点で 83.9 万人（ 2010

（H22)と比べて▲40.1％ ）となる。 

【パターン２】国と同様に、合計特殊出生率が、2030 年に 1.8 程度、2040 年以降は 2.07

程度(人口置換水準）まで次第に上昇すると仮定すると、2060 年時点で約

103.4 万人（2010（H22)と比べて▲26.2％）となる。 

【パターン３】さらに人口移動がゼロと仮定した場合、2060 年時点で約 109.9 万人（2010

（H22)と比べて▲21.6％）となる。 
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６．国の人口推移と社会情勢 

我が国の人口は、1950 年以降、一貫して増加していましたが、2008 年をピークに減少

に転じており、2060 年には 8,674 万人程度にまで減少すると推計されています。これは高

度経済成長期以前の 1950 年の人口と概ね同程度ですが、年齢構成を比較すると、年少人口

（０～14 歳）と生産年齢人口（15～64 歳）の割合が小さく、老年人口（65 歳以上）の割

合が大きくなっており、年少人口数と老年人口数がほぼ逆転しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の長期人口推移 

社 

会 

情 

勢 

人口の減少 
2014 年の総人口「１億 2,708 万 3 千人」 

※2008 年（ピーク人口）から 100 万人程度減少 
 
全国的な低出生率と大都市の超低出生率 
2014 年の合計特殊出生率「1.42（東京都 1.15）」 

※８年連続の自然減少 
 
晩婚化の進行 
1975 年の平均初婚年齢「夫 27.0 歳、妻 24.7 歳」 

→2014 年の平均初婚年齢「夫 31.1歳、妻 29.4歳」 
 
人口の東京一極集中 
2014 年の地方圏転出超過「101,761 人」、東京圏転入超過「116,048 人」 

※19 年連続の東京圏転入超過 
 
移動の縮小 
1974 年の移動「3,932,387 人」→1994 年の移動「3,022,279 人」 

→2014 年の移動「2,259,688 人」 

※20 年で 25.2％、40 年で 42.5％の縮小 
 
高齢化の進行 
2014 年の 65 歳以上人口「3,300 万人」 

※高齢化率 26.0％ 

 

（人口推計（平成26 年 10 月１日）結果の概要、人口動態統計、人口移動報告） 
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国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年１月推計・出生中位（死亡中位））」）

ピーク人口（2008年）

１億2,808万人

年少人口と

老年人口の

比率が逆転

人口

１億人以下へ

35.4％

59.6％

4.9％

50.9％

9.1％

39.9％
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Ⅱ．斑鳩町の人口動向の現状と見通し 

１．現状分析 

過去から現在に至る人口の推移を把握し、その背景を分析することにより、講ずべき施策の

検討材料を得ることを目的として、時系列による人口動向や年齢階級別の人口移動分析を行い

ます。 

 

（１）総人口の推移 

斑鳩町では、他の多くの自治体と同様、戦後の復員やベビーブームに伴って昭和 22 年に

人口が大きく増加し、昭和 15 年の 8,318 人から 11,243 人となっています。 

その後、我が国の高度成長を背景に、昭和 35 年の 10,657 人から昭和 55 年の 25,754

人にかけても大きく増加をしていますが、平成 12 年に 28,566 人でピークを迎えた後は

緩やかな減少に転じ、平成 22 年には 27,734 人となっています。 
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（２）人口動向 

① 人口変化指数 

昭和 55 年の人口を 100 とした場合の変化指数の推移を全国・奈良県・斑鳩町で比較す

ると、全国では平成 22 年がピークとなっているのに対し、奈良県・斑鳩町は平成 12 年を

ピークに減少傾向で推移しており、平成 22 年には 107.7 となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 人口構成比 

年齢３区分別の人口構造の推移についてみると、65 歳以上の高齢化率が昭和 55 年の

8.4％から平成 22年には 24.2％と 30年間で 15.8ポイント増加している一方で、0～14

歳の年少人口比率は 26.0％から 13.7％と 12.3 ポイント減少しており、少子高齢化が進行

していることがわかります。従属人口指数は、昭和 55 年の 52.6 から平成 7 年に減少のピ

ークを迎えた後、平成 22 年には 61.1 まで増加しています。 
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年齢５歳階級別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年の斑鳩町の５歳階級別の人口構造をみると、団塊の世代を含む 60～64 歳の

人口の割合が最も大きくなっており、今後さらに高齢化がすすむことが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（人）

昭和55年
(1980)

昭和60年
(1985)

平成2年
(1990)

平成7年
(1995)

平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

0～4歳 2,036 1,651 1,325 1,297 1,290 1,116 1,200

5～9歳 2,539 2,068 1,739 1,414 1,389 1,339 1,249

10～14歳 2,128 2,580 2,112 1,814 1,464 1,384 1,349

計 6,703 6,299 5,176 4,525 4,143 3,839 3,798

15～19歳 1,731 2,133 2,522 2,120 1,796 1,438 1,336

20～24歳 1,439 1,637 1,961 2,317 1,883 1,570 1,276

25～29歳 1,802 1,472 1,534 1,877 2,120 1,679 1,446

30～34歳 2,453 1,856 1,530 1,683 1,902 1,938 1,701

35～39歳 2,384 2,572 1,884 1,601 1,718 1,896 2,030

40～44歳 2,050 2,418 2,557 1,969 1,648 1,670 1,878

45～49歳 1,663 2,042 2,342 2,556 1,964 1,627 1,631

50～64歳 3,357 4,113 5,012 5,953 6,805 6,681 5,869

計 16,879 18,243 19,342 20,076 19,836 18,499 17,167

65～74歳 1,469 1,532 1,759 2,309 2,789 3,253 3,888

75歳以上 700 968 1,267 1,455 1,737 2,224 2,809

計 2,169 2,500 3,026 3,764 4,526 5,477 6,697

3 0 51 6 61 1 72

25,754 27,042 27,595 28,371 28,566 27,816 27,734

年少人口 0～14歳 26.0% 23.3% 18.8% 16.0% 14.5% 13.8% 13.7%

生産年齢人口 15～64歳 65.5% 67.5% 70.2% 70.8% 69.6% 66.5% 62.1%

老年人口 65歳以上 8.4% 9.2% 11.0% 13.3% 15.9% 19.7% 24.2%

（国勢調査）
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（平成22年,国勢調査）
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（３）人口動態 

① 自然動態 

平成 22～26 年の５年間の出生・死亡者数をみると、出生数は減少傾向、死亡数は平成

24 年以降は増加傾向で推移しており、平成 26 年には 49 人の自然減となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 社会動態 

平成 22～26 年の５年間の転入・転出者数をみると、多少の振幅はあるものの、転入者

数、転出者数ともに減少傾向で推移しているものの、転出者数が転入者数を上回る傾向は一

貫しており、平成 26 年には 48 人の社会減となっています。 
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（４）要因別分析 

① 出生の状況 

 平成 22～26 年の５年間の合計特殊出生率の推移をみると、全国は平成 22 年の 1.39 か

ら微増の傾向にあり、平成 25 年には 1.43 まで上昇しましたが、平成 26 年には 1.42 とな

っています。奈良県は 1.3 前後で推移し、近年は減少気味にあります。 

斑鳩町については、平成 22 年の 1.47 から平成 26 年には 1.30 にまで下降しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の年齢別出生数の推移をみると、一貫して減少傾向となっており、特に“25～29 歳”

“30～34 歳”が大幅に減少しています。 
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平成 22 年の女性の有配偶率を全国・奈良県・斑鳩町で比較すると、斑鳩町の有配偶率は

40 歳代以上では全国・奈良県水準を上回っていますが、30 歳代以下の若い世代について

は全国・奈良県水準とほぼ同水準となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 死亡の状況 

平成 22～26 年の５年間の年齢別死亡者数をみると、各年 250 人前後で推移しており、

85 歳以上が占める割合が高い状況です。 
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③ 転入・転出の状況 

平成 26 年の転入・転出の状況を性別・年齢３区分別にみると、男女ともに“15～64 歳”

の転入・転出が多く、また、特に男性については“15～64 歳”の転出超過が顕著となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢 5 歳階級別にみると、“15～64 歳”の中でも進学・就職・結婚といった移動を伴い

がちなライフイベントが多い 20 歳代、30 歳代での移動が中心となっており、特に“25

～29 歳”で最も転入・転出が多くなっています。 
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転入・転出の状況を居住地別にみると、転入は県内からが 54.8％を占め、大和郡山市が

最も多く全体の 9.7％となっています。転出についても県内が 51.8％を占め、同じく大和

郡山市が 8.1％で最も多くなっています。 

県外では、転入・転出ともに大阪府が最も多くなっています。 
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（５）その他の分析 

① 通勤・通学の状況 

平成 22 年の町内常住の就業者・通学者 13,539 人の従業・通学地についてみると、町

内に通勤・通学している人が 3,406 人（25.2％）、他市区町村が 10,113 人（74.7％）

となっています。 

他市区町村への通勤・通学先は、大阪市が最も多く 2,899 人（28.7％）、次いで、大和

郡山市が 1,161 人（11.5％）、奈良市が 920 人（9.1％）の順となっています。 

他市区町村常住の就業者・通学者で斑鳩町に通勤・通学している人をみると、大和郡山市

が最も多く 536 人（15.7％）、次いで奈良市が 384 人（11.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（人）

自宅で従業
自宅外の町内
で従業・通学

県内の他市町
村で従業・通学

大阪府で
従業・通学

その他の県で
従業・通学

不詳

男 566 1,090 2,501 2,935 380 318 14 7,804

女 437 1,313 2,286 1,377 144 171 7 5,735

小計 1,003 2,403 4,787 4,312 524 489 21 13,539

計 3,406 21 13,540

（構成比） (0.2%) (100.0%)

※最下欄の計には、性別不詳を含む。 （平成22年,国勢調査）

男女別・従業通学地別の市内常住15歳以上就業者・通学者数

(25.2%) (74.7%)

区分

町内 他市区町村

不詳 計

10,113

（人）

総数 就業者 通学者 総数 就業者 通学者

10,113 8,778 1,335 3,415 2,824 591

大和郡山市 1,161 1,080 81 536 439 97

奈良市 920 726 194 384 270 114

王寺町 388 355 33 195 180 15

三郷町 289 254 35 260 227 33

生駒市 279 185 94 154 101 53

天理市 204 175 29 149 107 42

香芝市 142 112 30 188 140 48

その他 1,404 1,282 122 1,254 1,071 183

計 4,787 4,169 618 3,120 2,535 585

大阪府 4,312 3,855 457 225 221 4

大阪市 2,899 2,722 177 57 56 1

東大阪市 269 203 66 20 20 0

その他 1,144 930 214 148 145 3

京都府 256 146 110 49 48 1

兵庫県 151 110 41 8 7 1

その他 117 97 20 13 13 0

計 4,836 4,208 628 295 289 6

不詳 490 401 89

（平成22年,国勢調査）

県
外

斑鳩町から他市区町村へ 他市区町村から斑鳩町へ

区分

総数

県
内

           常住地および従業通学地別の15歳以上就業者・通学者数

男女別・従業通学地別の町内常住 15歳以上就業者・通学者数 
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② 産業別就業者数 

平成 22 年の斑鳩町常住の就業者は 11,953 人で、このうち町内での就業者が 3,175 人

（26.6％）、町外での就業者が 8,778 人（73.4％）となっています。 

産業分類別にみると、製造業が 2,233 人と最も多く、そのうち 409 人（18.0％）が町

内で就業しています。次いで、卸売業・小売業が 2,149 人で、そのうち 562 人（26.2％）

が町内で就業している状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、平成 22 年の斑鳩町内従業者数については 5,999 人で、斑鳩町民（町内常住者）

が 3,175 人（52.9％）、他市町村民が 2,824 人（47.1％）となっています。 

産業分類別にみると、製造業が 1,123 人と最も多く、そのうち他市町村民は 714 人

（63.6％）を占めています。次いで、卸売業・小売業が 1,043 人で、そのうち他市町村民

は 481 人（46.1％）となっています。 
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③ 観光客数 

本町の推計観光客数は、平城遷都 1300 年祭の開催された平成 22 年度に 128 万人を記

録した後は、平成 23 年度以降、90 万人前後で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月別の推計観光客数としてみると、5 月が最も多く、次いで 10 月となっており、春と秋

のシーズン型観光地となっています。 
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２．将来人口の見通し 

（１）趨勢人口と戦略人口について 

○人口ビジョンにおいて設定する将来人口は、総合戦略による戦略的な人口政策の取組みを

前提とするものであり、そうした意味において戦略人口として捉えることができます。 

○こうした戦略人口の意義は、その前提とした戦略的な人口政策の取組みを想定しない場合

の将来人口（＝趨勢人口）と対比することにより、了解されるものです。 

○また、戦略人口の推計シミュレーションは、趨勢人口をベースに検討することになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一般論としては、国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という。）による推計

人口を趨勢人口として扱うことが考えられますが、社人研による推計人口において既に実

態との乖離が明白な事例も少なくありません。 

○したがって、人口シミュレーションを行うに先立ち、社人研推計による 2015 年の推計

人口が現状の実態と大きく乖離していないかを確認する必要があります。 
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趨勢人口と戦略人口
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※今後の戦略的取組み（総合戦略）を想定

した場合に見込まれる将来人口（ビジョン）

総合戦略による

戦略効果

多

少
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（２）国勢調査ベースによる人口と社人研による推計人口との比較・検証 

○国勢調査ベースの人口と見なされる統計データとしては、“奈良県推計人口”（奈良県総務

部知事公室統計課）があります。 

○“奈良県推計人口”は、直近の国勢調査確定値を基礎として、これに住民基本台帳法に基

づき各市町村に届出された出生・死亡、転入・転出等の数を加減して推計されたものです。 

○この“奈良県推計人口”によれば、2015 年 10 月 1 日時点の本町の人口は、27,368

人となっており、社人研推計による 2015 年 10 月 1 日時点の推計人口 27,321 人はこ

れに近い値であることから、社人研による推計人口を本町の趨勢人口と見なすことに妥当

性があるものと考えます。 

（３）人口推計の基本的な考え方 

○人口の変動（変化）は、出生・死亡・移動の３つの要素の変化によるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○移動（社会動態）は、転入及び転出による現象ですが、人口推計上はこれを区別すること

なく、転入と転出の差引の結果としての（純）移動数として考えます。 

○したがって、将来の人口推計を行うにあたっては、これらの人口変動の３要素の将来値を

いかに設定するかがポイントとなります。 

○人口推計は、上記の考え方をふまえ、これに対応し得るコーホート要因法により行うもの

とします。 

 

 

 

 

 

 

○具体の推計にあたっては、国が作成・配布した人口推計ツールを活用したシミュレーショ

ンを行っています。 

※以下の 2010 年の人口について、国勢調査人口と若干の差異がありますが、これは年齢

丌詳人口を按分した際の整数化処理による誤差です。 

  

自然動態 

出 生 死 亡 

社会動態（移動） 

転 入 転 出 

人口の変動（変化） 

【コーホート要因法】 

コーホートとは、同じ期間に生まれた人の集団のことです。 

コーホート要因法とは、各コーホート（性別・年齢別）について、“出生”“死亡”

“純移動（転入－転出）”といった人口変動の３要素それぞれについて将来値を仮定

し、それに基づいて将来人口を推計する方法です。 
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（４）趨勢人口の見通し 

○前述の検証をふまえ、本町の趨勢人口として社人研推計を採用することとします。 

［趨勢人口（社人研推計）］ 

○社人研推計は、次のような仮定に基づいています。 

 

３要素 将来設定の基本的な考え方 

出 生 

原則として、2010 年の全国の子ども女性比（15～49 歳女性人口に対す

る 0～4 歳人口の比）と各市町村の子ども女性比との比をとり、その比が

平成 27(2015)年以降 2040 年まで一定として市町村ごとに仮定。 

死 亡 

原則として、55～59 歳→60～64 歳以下では、全国と都道府県の 2005

年→2010 年の生残率の比から算出される生残率を都道府県内市町村に対

して一律に適用。60～64 歳→65～69 歳以上では、これに加えて、都道

府県と市町村の2000年→2005年の生残率の比から算出される生残率を

市町村別に適用。 

移 動 

原則として、2005～2010 年の国勢調査（実績）に基づいて算出された

純移動率が、2015～2020 年までに定率で 0.5 倍に縮小し、その後はそ

の値を一定と仮定。 

 

○本町の人口は今後も減少傾向で推移し、2040 年には 22,300 人程度、さらに 2060 年

には 17,800 人程度にまで減少することが見込まれます。 
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（５）趨勢人口をふまえた将来人口シミュレーション 

○趨勢人口をふまえつつ、ここではいくつかの仮定に基づく将来人口シミュレーションを行

います。 

○趨勢人口における 2015 年の推計人口についても実態との乖離がないことをふまえ、推

計シミュレーションは 2015 年以降を対象に行っています。 

 

［シナリオ１］ 

○趨勢人口をベースに、県シミュレーションのパターン２（２ページ参照）に準拠した推計

です。 

 

３要素 将来設定の基本的な考え方 

出 生 
合計特殊出生率が、2030 年に 1.8、2040 年には 2.07(人口置換水準）

にまで次第に上昇すると仮定（2040 年以降は 2.07 を維持）。 

死 亡 趨勢人口（社人研推計）と同様。 

移 動 趨勢人口（社人研推計）と同様。 

 

［シナリオ２］ 

○趨勢人口をベースに、県シミュレーションのパターン３（２ページ参照）に準拠した推計

です。 

 

３要素 将来設定の基本的な考え方 

出 生 
合計特殊出生率が、2030 年に 1.8、2040 年には 2.07(人口置換水準）

にまで次第に上昇すると仮定（2040 年以降は 2.07 を維持）。 

死 亡 趨勢人口（社人研推計）と同様。 

移 動 
2015 年以降の性別・年齢 5 歳別のすべてにおいて移動が均衡（ゼロ）と

なることを仮定。 
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［シナリオ３］ 

○趨勢人口をベースに、住民の希望出生率の達成や若い世代の定住促進を前提とした推計で

す。 

 

３要素 将来設定の基本的な考え方 

出 生 

合計特殊出生率が、2030 年に斑鳩町民希望出生率である 1.73 にまで上

昇、さらに 2040 年には 2.07(人口置換水準）にまで次第に上昇すると仮

定（2040 年以降は 2.07 を維持）。 

死 亡 趨勢人口（社人研推計）と同様。 

移 動 
2015 年以降の性別・年齢 5 歳別のすべてにおいて移動が均衡（ゼロ）と

なることを仮定。 

 

○合計特殊出生率仮定の目安とした斑鳩町民希望出生率については、国民希望出生率（2 ペ

ージ参照）に準拠し、次のような手法により算出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 斑鳩町民
希望出生率

＝（ 有配偶者割合 ×
夫婦の

予定子ども数
＋ 独身者割合 ×

独身者の
結婚希望者割合

×
独身者の

希望子ども数
）×

離死別等の
影響

＝（ 36.8％ × 2.01人 ＋ 63.2％ × 78.9％ × 2.21人 ）× 0.938

＝ 1.73人

［有配偶者割合］国勢調査（平成 22 年）による 20～34歳女性の有配偶者割合 

［夫婦の予定子ども数］町アンケート（平成 27 年）結果より、49 歳以下の既婚者（事実婚

を含む）が“将来的に持つ予定の子どもの数”の平均を算出 

［独身者割合］国勢調査（平成 22年）による 20～34歳女性の有配偶者割合 

［独身者の結婚希望者割合］町アンケート（平成 27 年）結果より、49 歳以下の独身（婚姻

歴ありを含む）女性のうち、“結婚の予定がある”または“結婚の

予定はないが、結婚したい”と回答した人の割合を算出 

［独身者の希望子ども数］町アンケート（平成 27 年）結果より、49 歳以下の独身（婚姻歴

ありを含む）女性で“結婚の予定がある”または“結婚の予定はな

いが、結婚したい”と回答した人の“理想的な子どもの数”の平均

を算出 

［離死別等の影響］国採用値による 
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［シミュレーション結果］ 

○シミュレーションの結果は、2060 年において趨勢人口では 17,800 人程度が見込まれ

るのに対して、シナリオ１では 20,900 人程度、シナリオ２では 21,600 人程度、また、

シナリオ３では 21,500 人程度となっています。 
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25,000人

30,000人

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

総 人 口

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２

シナリオ３

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

27,735 27,321 26,658 25,763 24,686 23,504 22,316 21,170 20,058 18,932 17,759

27,735 27,321 26,682 25,926 25,112 24,324 23,588 22,852 22,142 21,484 20,891

27,735 27,321 26,829 26,231 25,573 24,897 24,215 23,504 22,827 22,201 21,626

27,735 27,321 26,829 26,219 25,517 24,810 24,128 23,416 22,730 22,083 21,480

（単位：人）

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ３

シナリオ２

シナリオ１
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① 出生数の見通し 

○出生については、次のような合計特殊出生率の仮定に基づいています。 

 

 

 

 

 

 

 

○趨勢人口では、2025 年以降の合計特殊出生率が 1.37～1.38 で仮定されていますが、

出産を担う若い女性人口の減少に伴い、出生数は年々減少していくことが見込まれます。 

○シナリオ１～２では合計特殊出生率が 2030 年に 1.80、さらに 2040 年には 2.07 に

上昇することを、また、シナリオ３では 2030 年に町民希望出生率である 1.73、さらに

2040 年には 2.07 に上昇することをそれぞれ仮定しており、こうした出生率の上昇によ

り、出生数は 2030 年以降、安定的に推移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数値は５年間計 

  

0人
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400人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出 生 数

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２

シナリオ３

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

1.38 1.43 1.40 1.37 1.37 1.38 1.38 1.38 1.38 1.38 1.38

1.38 1.43 1.50 1.65 1.80 1.95 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

1.38 1.43 1.50 1.65 1.80 1.95 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

1.38 1.43 1.50 1.63 1.73 1.90 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

【合計特殊出生率】

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２

シナリオ３

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

1,115 970 894 847 809 775 721 665 612 562

1,115 994 1,033 1,105 1,192 1,214 1,122 1,070 1,093 1,154

1,115 994 1,045 1,134 1,231 1,236 1,119 1,062 1,094 1,164

1,115 994 1,033 1,090 1,200 1,236 1,118 1,053 1,072 1,136

　　　　　　　　【出生数】 （単位：人）

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２

シナリオ３
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② 死亡数の見通し 

○死亡数については、趨勢人口や各シミュレーションにおいて、いずれも社人研推計の設定

を採用しています。 

○社人研設定においては、既に将来における平均余命の延伸等が織り込み済みとなっていま

す。 

○したがって、趨勢人口や各シミュレーションにおける死亡数の差異は、出生数や移動数の

違いに基づくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数値は 5 年間計 

 

 

  

-2,500人

-2,000人

-1,500人

-1,000人

-500人

0人

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

死 亡 数

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２

シナリオ３

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

-1,319 -1,486 -1,641 -1,774 -1,861 -1,861 -1,769 -1,675 -1,642 -1,642

-1,319 -1,486 -1,641 -1,774 -1,861 -1,861 -1,769 -1,675 -1,644 -1,646

-1,319 -1,486 -1,643 -1,792 -1,907 -1,918 -1,830 -1,739 -1,720 -1,739

-1,319 -1,486 -1,643 -1,792 -1,907 -1,918 -1,830 -1,739 -1,719 -1,739

（単位：人）

シナリオ３

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２
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③ 純移動数の見通し 

○趨勢人口及びシナリオ１は、社人研の想定している社会移動を反映した結果となっており、

緩やかに転出超過が改善されていくものの、転出超過の状況は一貫して変わりません。 

○シナリオ２～３では、今後の社会移動の均衡（ゼロ）状態を想定しており、純移動数は

2020 年以降、ゼロとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数値は５年間計 

 

  

-250人

-200人

-150人

-100人

-50人

0人

50人

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

純 移 動 数

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２

シナリオ３

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

-210 -147 -148 -150 -130 -102 -98 -102 -96 -93

-210 -147 -148 -145 -119 -89 -89 -105 -107 -101

-210 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-210 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（単位：人）

シナリオ２

シナリオ３

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１
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④ 年齢構造別の見通し 

○推計結果について、年齢構造別に示すと次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

27,735 27,321 26,658 25,763 24,686 23,504 22,316 21,170 20,058 18,932 17,759

3,798 3,643 3,409 3,071 2,794 2,626 2,503 2,374 2,227 2,060 1,896

7,812 6,999 6,431 6,163 6,008 5,702 5,315 4,966 4,556 4,225 3,980

9,402 8,797 8,538 8,357 7,940 7,338 6,639 6,119 5,865 5,711 5,413

3,900 4,403 3,984 3,114 2,830 3,051 3,361 3,231 2,769 2,348 2,162

2,823 3,479 4,296 5,058 5,114 4,787 4,498 4,480 4,641 4,588 4,308

27,735 27,321 26,682 25,926 25,112 24,324 23,588 22,852 22,142 21,484 20,891

3,798 3,643 3,433 3,234 3,220 3,423 3,612 3,635 3,509 3,381 3,412

7,812 6,999 6,431 6,163 6,008 5,725 5,478 5,387 5,358 5,456 5,574

9,402 8,797 8,538 8,357 7,940 7,338 6,639 6,119 5,865 5,711 5,435

3,900 4,403 3,984 3,114 2,830 3,051 3,361 3,231 2,769 2,348 2,162

2,823 3,479 4,296 5,058 5,114 4,787 4,498 4,480 4,641 4,588 4,308

27,735 27,321 26,829 26,231 25,573 24,897 24,215 23,504 22,827 22,201 21,626

3,798 3,643 3,385 3,153 3,173 3,410 3,601 3,586 3,417 3,275 3,320

7,812 6,999 6,485 6,297 6,182 5,918 5,658 5,543 5,500 5,621 5,743

9,402 8,797 8,628 8,492 8,090 7,489 6,799 6,308 6,129 6,015 5,755

3,900 4,403 4,006 3,144 2,876 3,137 3,503 3,404 2,899 2,416 2,231

2,823 3,479 4,325 5,145 5,252 4,943 4,654 4,663 4,882 4,874 4,577

27,735 27,321 26,829 26,219 25,517 24,810 24,128 23,416 22,730 22,083 21,480

3,798 3,643 3,385 3,141 3,117 3,323 3,526 3,554 3,407 3,243 3,261

7,812 6,999 6,485 6,297 6,182 5,918 5,646 5,487 5,413 5,535 5,656

9,402 8,797 8,628 8,492 8,090 7,489 6,799 6,308 6,129 6,015 5,755

3,900 4,403 4,006 3,144 2,876 3,137 3,503 3,404 2,899 2,416 2,231

2,823 3,479 4,325 5,145 5,252 4,943 4,654 4,663 4,882 4,874 4,577

　　　　　　　　【年齢構造別人口】
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65～74歳
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65～74歳

75歳以上

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２

65～74歳
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趨勢人口（社人研推計）：年齢構成比
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2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

27,735 27,321 26,658 25,763 24,686 23,504 22,316 21,170 20,058 18,932 17,759

13.7% 13.3% 12.8% 11.9% 11.3% 11.2% 11.2% 11.2% 11.1% 10.9% 10.7%

28.2% 25.6% 24.1% 23.9% 24.3% 24.3% 23.8% 23.5% 22.7% 22.3% 22.4%

33.9% 32.2% 32.0% 32.4% 32.2% 31.2% 29.7% 28.9% 29.2% 30.2% 30.5%

14.1% 16.1% 14.9% 12.1% 11.5% 13.0% 15.1% 15.3% 13.8% 12.4% 12.2%

10.2% 12.7% 16.1% 19.6% 20.7% 20.4% 20.2% 21.2% 23.1% 24.2% 24.3%

27,735 27,321 26,682 25,926 25,112 24,324 23,588 22,852 22,142 21,484 20,891

13.7% 13.3% 12.9% 12.5% 12.8% 14.1% 15.3% 15.9% 15.8% 15.7% 16.3%

28.2% 25.6% 24.1% 23.8% 23.9% 23.5% 23.2% 23.6% 24.2% 25.4% 26.7%

33.9% 32.2% 32.0% 32.2% 31.6% 30.2% 28.1% 26.8% 26.5% 26.6% 26.0%

14.1% 16.1% 14.9% 12.0% 11.3% 12.5% 14.2% 14.1% 12.5% 10.9% 10.3%

10.2% 12.7% 16.1% 19.5% 20.4% 19.7% 19.1% 19.6% 21.0% 21.4% 20.6%

27,735 27,321 26,829 26,231 25,573 24,897 24,215 23,504 22,827 22,201 21,626

13.7% 13.3% 12.6% 12.0% 12.4% 13.7% 14.9% 15.3% 15.0% 14.8% 15.4%

28.2% 25.6% 24.2% 24.0% 24.2% 23.8% 23.4% 23.6% 24.1% 25.3% 26.6%

33.9% 32.2% 32.2% 32.4% 31.6% 30.1% 28.1% 26.8% 26.8% 27.1% 26.6%

14.1% 16.1% 14.9% 12.0% 11.2% 12.6% 14.5% 14.5% 12.7% 10.9% 10.3%

10.2% 12.7% 16.1% 19.6% 20.5% 19.9% 19.2% 19.8% 21.4% 22.0% 21.2%

27,735 27,321 26,829 26,219 25,517 24,810 24,128 23,416 22,730 22,083 21,480

13.7% 13.3% 12.6% 12.0% 12.2% 13.4% 14.6% 15.2% 15.0% 14.7% 15.2%
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33.9% 32.2% 32.2% 32.4% 31.7% 30.2% 28.2% 26.9% 27.0% 27.2% 26.8%

14.1% 16.1% 14.9% 12.0% 11.3% 12.6% 14.5% 14.5% 12.8% 10.9% 10.4%

10.2% 12.7% 16.1% 19.6% 20.6% 19.9% 19.3% 19.9% 21.5% 22.1% 21.3%

　　　　　　　　【年齢構造別人口構成比】

40～64歳

65～74歳

75歳以上

（単位：人）

0～14歳

15～39歳

40～64歳

65～74歳

シナリオ３

75歳以上

趨勢人口（社人研推計）

シナリオ１

シナリオ２

15～39歳

15～39歳

40～64歳

65～74歳

75歳以上

0～14歳

0～14歳

15～39歳

40～64歳

65～74歳

75歳以上

0～14歳



 

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.7% 13.3% 12.9% 12.5% 12.8% 14.1% 15.3% 15.9% 15.8% 15.7% 16.3%

28.2% 25.6% 24.1% 23.8% 23.9% 23.5% 23.2% 23.6% 24.2% 25.4% 26.7%

33.9%
32.2% 32.0% 32.2% 31.6% 30.2% 28.1% 26.8% 26.5% 26.6% 26.0%

14.1%
16.1%

14.9% 12.0% 11.3% 12.5% 14.2% 14.1% 12.5% 10.9% 10.3%

10.2% 12.7% 16.1% 19.5% 20.4% 19.7% 19.1% 19.6% 21.0% 21.4% 20.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

シナリオ１：年齢構成比
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シナリオ２：年齢構成比
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（６）将来人口シミュレーションをふまえた課題 

○趨勢人口として、2010 年から 2060 年までの 50 年間で 10,000 人程度の人口減少が

見込まれますが、その減少の主因は死亡によるものです。 

○下図に示すとおり、50 年間で計 16,700 人程度の死亡が見込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢化した人口構造を背景に、死亡数を大きく減少させることは困難と考えられ、したが

って、今後の人口政策としては、出生数の増加並びに転入促進・転出抑制が重要になって

きます。 

○趨勢人口としての老年人口は2020年に8,300人程度でピークを迎えることが想定され

るものの、総人口の減少に伴い、高齢化率（老年人口比率）は 2050 年くらいまでは上

昇していくことが見込まれています。 
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○出生動向については、趨勢人口で仮定された合計特殊出生率の水準を上回るような少子化

対策をはかる必要があり、そのためには、経済的支援、ワーク・ライフ・バランスの進展

等を含めた子育て環境の向上をはかる取組みが極めて重要になってくるものと考えられ

ます。 

○前記の高齢化率の上昇を抑制していくためにも、出生数の増加や若い世代の人口増加をは

かるための取組みは重要になります。 

○シナリオ１～３で想定したように、合計特殊出生率上昇の効果として、趨勢人口では

2060 年の年少人口比率が 10.7％にまで減少するのに対し、シナリオ１～３では 15％

を上回る水準にまで上昇させることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○こうした年少人口比率の増加の効果もあって、趨勢人口では 2060 年の高齢化率が

36.4％であるのに対し、シナリオ１～３では 31％台に抑制することができます。 

 

○都市における人口規模の大幅な縮小は、地域における消費活動を減退させるだけでなく、

労働に従事する人口の減少の結果として地域における経済規模が縮小し、日常生活におけ

るさまざまなサービス・利便性が低下していくとともに、こうした都市機能・生活機能の

低下により、さらに人口の転出を促すという悪循環に入り込むことが危惧されます。 

○また、これからの人口問題について、人口規模だけの問題ではなく、人口の年齢構造の問

題として捉えておくことが極めて重要です。 

○このまま少子高齢化の傾向が続くことは、高齢介護等をはじめとするサービスの需要・供

給量の構造的丌均衡を生じさせかねないだけではなく、長期的に安定的な人口規模を維持

するという観点からも少子高齢化を抑制し、人口構造を健全化する必要があります。 
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Ⅲ．斑鳩町における人口の将来展望 

１．めざすべき戦略人口と将来展望 

（１）戦略人口設定の考え方 

○本町の人口動向や将来人口シミュレーションの分析を通じ、このままでは本町の趨勢人口

は 2060 年に 17,800 人程度にまで減少することが明らかになりました。 

○人口規模の縮小は、必ずしも弊害ばかりではないものと考えますが、趨勢人口では人口規

模の縮小に伴い、少子化・高齢化もさらにすすむこととなるため、本町の持続的・安定的

な町政運営の観点や賑わいと魅力のあるまちづくりをすすめていく観点などから、今後は、

少子化対策や転入・定住の促進等の取組みにより、人口減少の抑制をはかるものとします。 

○人口減少の抑制をはかることにより、2060 年にめざすべき戦略人口として、前掲の将来

人口シミュレーションにおけるシナリオ３の実現をめざします。 

（２）斑鳩町の戦略人口 

○少子高齢化、転出超過といった人口問題に対して、2060 年を見据えた長期的視点から取

り組むことにより、2060 年において 21,500 人程度の人口規模をめざします。 
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2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

27,735 27,321 26,658 25,763 24,686 23,504 22,316 21,170 20,058 18,932 17,759

27,735 27,321 26,829 26,219 25,517 24,810 24,128 23,416 22,730 22,083 21,480

171 456 831 1,306 1,812 2,246 2,672 3,151 3,721戦略効果（戦略人口-趨勢人口）

（単位：人）

趨勢人口

戦略人口
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（３）戦略人口に基づく将来展望 

① 年齢構造の視点からみた将来展望 

［未就学の子ども数（0～5歳）］ 

○子育て施策の主対象となる未就学の子ども数については、少子化の影響で 2020 年に

は現状の 83％程度にまで減少しますが、その後は合計特殊出生率の上昇等を背景に回

復し、比較的安定的に推移することが見込まれます。 

○少子化抑制は人口問題の最大の課題であることを含め、子育て施策については今後も充

実させていくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

1,450 1,370 1,203 1,097 1,034 986 944 883 816 751 690

1,450 1,370 1,217 1,232 1,297 1,418 1,476 1,365 1,277 1,283 1,350

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

100.0 94.5 83.0 75.7 71.3 68.0 65.1 60.9 56.3 51.8 47.6

100.0 94.5 83.9 85.0 89.4 97.8 101.8 94.1 88.1 88.5 93.1

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

5.2% 5.0% 4.5% 4.3% 4.2% 4.2% 4.2% 4.2% 4.1% 4.0% 3.9%

5.2% 5.0% 4.5% 4.7% 5.1% 5.7% 6.1% 5.8% 5.6% 5.8% 6.3%

（単位：人）

趨勢人口

戦略人口

趨勢人口

戦略人口

変化指数

趨勢人口

戦略人口

構成比
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※将来人口シミュレーションでは、５歳別推計を行っているため、0～5 歳人口については次のように

算定しています。 

   0～5歳人口＝［推計された 0～4 歳人口］＋［推計された 5～9歳人口×1／5］ 
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［小・中学生数（6～14 歳）］ 

○義務教育の小・中学生数については、減少傾向で推移し、2030 年には現状の 78％程

度になりますが、その後は合計特殊出生率の上昇等を背景とした未就学の子ども数の回

復に支えられ、回復基調に転じるものと見込まれます。 
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2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

2,348 2,273 2,206 1,974 1,760 1,640 1,559 1,491 1,411 1,309 1,206

2,348 2,273 2,168 1,909 1,820 1,905 2,050 2,189 2,130 1,960 1,911

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

100.0 96.8 94.0 84.1 75.0 69.8 66.4 63.5 60.1 55.7 51.4

100.0 96.8 92.3 81.3 77.5 81.1 87.3 93.2 90.7 83.5 81.4

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

8.5% 8.3% 8.3% 7.7% 7.1% 7.0% 7.0% 7.0% 7.0% 6.9% 6.8%

8.5% 8.3% 8.1% 7.3% 7.1% 7.7% 8.5% 9.3% 9.4% 8.9% 8.9%

趨勢人口

戦略人口

構成比

戦略人口

変化指数

趨勢人口

戦略人口

（単位：人）

趨勢人口

※将来人口シミュレーションでは、５歳別推計を行っているため、6～14歳人口については次のように

算定しています。 

   6～14 歳人口＝［推計された 5～9 歳人口×4／5］＋［推計された 10～14 歳人口］ 
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［20 歳代・30歳代の人口］ 

○少子化対策の観点から、結婚・出産が最も期待される 20 歳代・30 歳代の人口にも注

目しておく必要があります。 

○これまでの少子化傾向の影響は大きく、2050 年までは減少基調で推移し 2050 年に

は現状の 65％程度にまで減少するものと見込まれます。 

○その後は、少子化対策の効果がこの年代にも現れ始め回復に転じます。 
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2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

6,474 5,691 5,208 4,916 4,872 4,712 4,404 4,103 3,732 3,435 3,244

6,474 5,691 5,234 5,020 5,068 4,924 4,613 4,397 4,213 4,299 4,538

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

100.0 87.9 80.4 75.9 75.3 72.8 68.0 63.4 57.6 53.1 50.1

100.0 87.9 80.8 77.5 78.3 76.1 71.3 67.9 65.1 66.4 70.1

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

23.3% 20.8% 19.5% 19.1% 19.7% 20.0% 19.7% 19.4% 18.6% 18.1% 18.3%

23.3% 20.8% 19.5% 19.1% 19.9% 19.8% 19.1% 18.8% 18.5% 19.5% 21.1%
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構成比

（単位：人）
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［生産年齢人口（15～64 歳）］ 

○本町における生産・消費といった経済活動の多くを担うことが期待される生産年齢人口

については、今後も減少傾向で推移し、2045 年には現状の 69％程度にまで減少しま

すが、その後は 66～67％程度で比較的安定的に推移するものと見込まれます。 

○人口構造に占める構成比でみると、2045 年に 50％程度にまで縮小した後は、上昇に

転じて 2060 年には 53％程度にまで回復する見込みです。 

○今後は、地域における雇用の創出をはかるとともに、経済規模の縮小を抑制するために

も生産性の向上についても力を入れていくことが重要です。 
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2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

17,214 15,796 14,969 14,520 13,948 13,040 11,954 11,085 10,421 9,936 9,393

17,214 15,796 15,113 14,789 14,272 13,407 12,445 11,795 11,542 11,550 11,411

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

100.0 91.8 87.0 84.3 81.0 75.8 69.4 64.4 60.5 57.7 54.6

100.0 91.8 87.8 85.9 82.9 77.9 72.3 68.5 67.1 67.1 66.3

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

62.1% 57.8% 56.2% 56.4% 56.5% 55.5% 53.6% 52.4% 52.0% 52.5% 52.9%

62.1% 57.8% 56.3% 56.4% 55.9% 54.0% 51.6% 50.4% 50.8% 52.3% 53.1%

趨勢人口

戦略人口

戦略人口

変化指数

趨勢人口

戦略人口

構成比

（単位：人）
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［老年人口（65 歳以上）］ 

○老年人口については、今後も増加傾向で推移し 2020 年には現状の 124％程度にまで

増加することが見込まれますが、その後は 2045 年まで比較的安定的に現状の 120％

程度の水準で推移します。 

○さらにその後は老年人口の減少期に入り、2060 年には現状とほぼ同程度の老年人口に

なる見込みです。 

○人口構造に占める構成比でみると、高齢化率は 2045 年の 35％程度をピークに下降に

転じる見込みです。 

○今後は、これまで以上にまちづくり等における高齢者の活躍が重要であり、また、期待

されるところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

6,723 7,882 8,280 8,172 7,944 7,838 7,859 7,711 7,410 6,936 6,470

6,723 7,882 8,331 8,289 8,128 8,080 8,157 8,067 7,781 7,290 6,808

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

100.0 117.2 123.2 121.6 118.2 116.6 116.9 114.7 110.2 103.2 96.2

100.0 117.2 123.9 123.3 120.9 120.2 121.3 120.0 115.7 108.4 101.3

2010年2015年2020年2025年2030年2035年2040年2045年2050年2055年2060年

24.2% 28.8% 31.1% 31.7% 32.2% 33.3% 35.2% 36.4% 36.9% 36.6% 36.4%

24.2% 28.8% 31.1% 31.6% 31.9% 32.6% 33.8% 34.5% 34.2% 33.0% 31.7%

趨勢人口

戦略人口

戦略人口

変化指数

趨勢人口

戦略人口

構成比
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② 介護・医療ニーズの視点からみた将来展望 

［介護ニーズ］ 

○介護ニーズについては、当面の老年人口の増加や高齢者の高齢化等により今後も増大し、

2030 年に現状の 168％程度の水準にまで達し、その後 2060 年までは現状の 150

～160％程度の水準で推移しそうです。 

○したがって、介護サービスについては、今後も長期的観点で施設・サービスの整備・充

実をはかっていく必要がありそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［医療ニーズ］ 

○医療ニーズについては、2025 年に現状の 116％程度にまで上昇した後は、緩やかに

縮小していくことが想定されます。 
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ニーズ指数は、日本医師会総合政策研究機構「地域の医療提供体制の

現状と将来－都道府県別・二次医療圏別データ集（2014年版）」を参考

に独自算出。
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ニーズ指数は、日本医師会総合政策研究機構「地域の医療提供体制の

現状と将来－都道府県別・二次医療圏別データ集（2014年版）」を参考

に独自算出。
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２．戦略人口の達成にむけて 

 Ϸ ἧ Ṕ  

○少子化対策は、今日の人口減少問題に対応する上で、最も重要な対策であると考えます。 

○斑鳩町の合計特殊出生率（平成 26 年）は、1.28 ですが、住民アンケート等により想

定される住民希望出生率は 1.73 であることを重く受け止め、2030 年にはこの住民希

望出生率 1.73 の実現をめざすとともに、さらに 2040 年には人口置換水準である

2.07 にまで上昇させるよう取組みを行います。 

○こうした合計特出生率の上昇には、斑鳩町が安心して妊娠・出産ができ、さらには子育

てしやすい環境が整った町となることが丌可欠です。 

○一人でも多くの子どもたちが斑鳩に生まれ、斑鳩に育ち、斑鳩を愛すこと、そして、そ

の元気な“斑鳩っ子”に誇りを持って託せるような希望にあふれる斑鳩町の未来を築い

ていきたいと考えます。 
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○斑鳩町には、「世界遺産 法隆寺」をはじめ、古の時代から築き、守られてきた貴重な文

化・風土・資源があり、全国的・国際的な知名度や集客力を誇っています。 

○これからの人口問題を考える上でも、こうした町の財産・個性を大切にしながら、町の

主要産業とも言える観光産業を軸に、町としての地域産業の活性化を通じた賑わいづく

りを推進する必要があります。 

○戦略人口をもってしても、2060 年までの期間中で本町の生産年齢人口の減少は避けら

れない見通しですが、斑鳩らしさを生かした観光・集客を核とした賑わいと活力の創出

により、将来にわたって斑鳩らしさを失うことのない、多くの人の行き交う町であり続

けます。 

 

 Ҙ  

○多くの地方都市がそうであるように、斑鳩町においても若い世代を中心とする町外転出

といった人の流れが恒常化しています。 

○若い世代の人口が減少することは、少子化を加速するばかりではなく、町や身近な地域

の元気・活力の観点からも大きな問題と言えます。 

○今後は、奈良市や大阪・京都への交通近接性等の利点や身近な自然環境に囲まれた落ち

着いた町並み・住環境などの魅力の発信などを通じて、本町への転入・定住の促進をは

かることが重要です。 

○“斑鳩の里”は、訪れる魅力のある観光の町であるだけではなく、生涯にわたって安心

してくらせる定住の町としてのまちづくりもますます大切になってきます。 


